
 

 

 

  

参加者の声 

【第３号】平成２２年３月  

 

 

対象エリアがどうなればいいか？ （今回、出された意見の一部） 

 （どうなればいいか？）              （考えられる解決策） 

【南口】右折車両の影響による渋滞がなくなる         ○ 右折レーンの延長、または右折禁止 
【南口】自転車が安全・快適に通行できる           ○ カラーコーンを置いて自転車道を試行 
【南口】送迎車両の絶対数が減る               ○ バスの利便性を向上させる 
【南口】歩行者が安全に通行できる              ○ 植栽を削る、歩道を拡げる 
【橋本大通り線】スーパー周辺の渋滞が解消される       ○ 右折禁止、交通整理を徹底させる 
【相原高校周辺】正門前の通行環境が安全になる        ○ 前面の道路を一方通行化する 
【Ｒ４１３】バスが停車しても後続車が通行できる       ○ バスベイを設置する 

今回は、前回のテーマ「橋本駅周

辺の課題」について、各班が確認し

たい課題を現地調査に行くという

「みち歩き調査」の結果を話し合い

ました。 

具体的には、班ごとに「みち歩き

調査」の課題の現状と原因を出しあ

い、共通認識を持ち、「どうしたら

よいのか」を考えたあと、班ごとに

発表を行ないました。 

私が参加していた班は、あいに

く当日の参加人数が少数でした

が、課題の現状と原因について話

し合っているうちに、だんだん内

容がヒートアップ。 

ついには、全員が立ち上がって橋

本駅の周辺地図を指差し、休憩も取

らず、熱く語っていました。 

班ごとの「みち歩き調査」結果の

発表は、橋本駅周辺に住んでいる方

や、通勤に利用している方など、み

んなが違う考えを持っていて、新し

い視点で道路を話し合える場が楽

しいと思います。 

また、橋本駅周辺の渋滞対策だけ

ではなく、歩行者、自転車、自動車

が安全に道路を利用できるように、

交通環境を向上しようと考えてい

るのが印象的でした。 

次回のワークショップは、実際に

解決策を考える回です。ワークショ

ップ参加者の思いがどんどん形に

なって、橋本駅周辺の渋滞解決に向

けて動き出すのではないかと思い

ます。 
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３月１３日（土）、橋本公民館大会議室において、第３回ＴＤＭワークショップが開催されました。
第 2回のあとに実施した「みち歩き調査」の結果を踏まえ、白熱した議論が展開されました。 

 ３回目となる今回は、実際に現地で見て確認した対象エリアの交通課題につ
いて意見交換をしたうえで、「では、どうなればいいのか？」という理想像を
各班で想い描きました。その後、考えられる解決策含め、各班ごとに発表し、
全体での意見交換を行いました。 
次回は、一歩進んで「自分たちでやれる解決策」について議論する予定です。 

 

 



 

平平平成成成２２２３３３年年年６６６月月月頃頃頃ににに社社社会会会実実実験験験ををを予予予定定定   

今後のスケジュール 

＜受付＞ 市役所 都市鉄道・交通政策課 （℡０４２―７６９－８２４９） 

このニュースを見て興味

がわいた方は、是非参加し
てください。 

都合の良い時だけの参加

でも結構ですので、気軽に

どうぞ。※要事前申込み 

日 時 平成２２年５月１５日（土）  
午後１：３０～４：３０ 

場 所 橋本公民館大会議室 
内 容 自分たちでやれる解決策を

探そう！ 

市の組織改正に伴い、事務局の名称が変

わります。なお、電話番号やＥメールアド

レスに変更はありません。 

< 事 務 局 名称変更のお知らせ > 

（３月３１日まで）都市交通計画課 

 

（４月１日から）都市鉄道・交通政策課 
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去る２月１０日（水）、市役所において「第１回橋本地区ＴＤＭ推進委員会」が開 
催され、はじめに委員長として筑波大学大学院の谷口綾子講師が選任されました。 
 会議では、市の交通計画におけるＴＤＭの取組みや、橋本地区の交通の現状と、 
ワークショップの取組みについて事務局から説明がありました。 
また、今後のスケジュールについて審議され、平成２３年６月に社会実験を予定 
するとともに、今後、実験期間中に実施する施策メニューの抽出を行っていくこと 
になりました。施策の抽出にあたっては、ワークショップで提案されたメニューを 
中心に検討し、社会実験に反映することが示されました。 

 

 

橋本地区は、駅への車での送迎が多く、深刻な渋
滞が起きています。みんなが便利な車を使うと、結
局みんなが損をしてしまう状況なのです。 
一人ひとりが“ほんの少し、クルマ利用を見なお
す”ことでこの問題は好転します。みんながハッピ
ーになるようなメニューを、社会実験を通じてつく
っていきたいと思います。  

＜谷口委員長プロフィール＞ 
筑波大学大学院システム情報工学研究科 
リスク工学専攻講師（工学博士）。 
専門は都市交通計画、態度・行動変容研究、 
リスク・コミュニケーション。 

（ ←谷口委員長） 

 

橋橋本本地地区区ＴＴＤＤＭＭ推推進進キキャャララククタターーがが決決ままりりままししたた！！  
橋本地区におけるＴＤＭ推進キャラクターを募集したところ、１作品の応募がありました。 

 

 

応募作品は「渋滞を解消す
る」というＴＤＭの趣旨に合
っていることから、採用する
ことになりました！ 
今後、橋本地区ＴＤＭ推進
キャラクターとして、様々な
場面に登場します！！ 

 

委委委員員員長長長ののの   
一一一言言言かかかららら   

「渋渋渋滞滞滞解解解消消消しししタタタイイイ（（（鯛鯛鯛）））」です！ どうぞよろしく！ 


